
令和４年度 第１回 社会福祉施設・法人選考専門分科会議事要旨 

・日時：令和４年７月 29日（金）10:00～12:00 

・場所：福祉局船場分室研修室 

・出席者 会場出席   平田委員 

リモート出席 石田委員、大﨑委員、大仲委員、岡田委員、前川委員、三田委員、

吉村委員 

 

１ 議事について 

【議案１】社会福祉法人の設立及び保育所の創設 

      法人名：（仮称）社会福祉法人 正覚会 

      施設名：（仮称）やけの保育園 

      所在地：大阪市鶴見区焼野２丁目 

 

  ・質疑 

〈委員からの主な質問等・法人からの回答〉 

 １ 焼野地域は大阪市内でも地域活動が活発であるということだが、具体的な活

動実例はどのようなものがあるのか教えてほしい。 

     →12 年前に焼野小学校ができたが、そこから焼野地域の方が一生懸命小学校を

盛り立てていこうといろいろな活動をしてきた。小学校での夏祭りでは、小学

生がダンスを披露する場を設けている。また、餅つき大会は、それぞれの町会

でたくさんの店舗を設け、活発な行事の一つとして毎年行われている。この 2

年は、コロナ禍で行うことができなかったが、今年はこどもたちが喜ぶ行事と

して準備を進めている。区民まつりにも毎回参加しており、地域活動の一環と

して頑張ってやっている。小学校では、縄跳び大会にも力を入れており、大会

に出るために保護者やこどもたちも応援に行くなど、小学校を基盤として、一

生懸命チームワークよくやっている地域だと思う。その中でやけの保育園も

その一員として皆様から愛される保育園になるようにたくさん関わって、地

域に根づいた保育園になればよいと思っている。 

    ２ 12 年前に小学校ができてから、ご説明の活動が行われるようになったという

ことか。 

     →10年目の時は、10周年ということでイベントが開催された。今焼野小学校は

人気の小学校になって、この地域に来たいという保護者も多いということで

ファミリー層も増えており、小さいお子様も増えたと感じている。 

    ３ 音に関する近隣住民への説明について、個別説明会はどの範囲で実施してい

るのか。園児の声などの喧騒であると思われるが、どの範囲になるのか。 



     →（保育企画課）地域については、花博通りの北側の焼野地域であり、この範囲

において地域協議会等を通じて個別に下していただくことを考えており、焼

野地域全体が対象と考えている。 

    ４ 各戸に説明しているということか。 

     →（保育企画課）地域協議会を通じて各戸にということである。 

    ５ 「個別に」とされているので、個別訪問をされて説明をされたということか。 

     →（保育企画課）保育所の要綱では、法人が園周辺の住民に対して個別説明を行

うことになっている。 

→園予定地周辺の 10戸程度を個別に訪問し、計画が進んでいること、もし園の

整備が行われた場合はこどもたちの声などがあるがよろしくお願いしたい旨

を理事長予定者等が説明している。 

    ６ 今のところ、近隣住民から反対の声は上がっていないということでよいか。 

     →はい。 

    ７ 焼野地域の保育ニーズ、いわゆる待機児の状況はいかがか。また、今後の見通

しについてはどうか。 

     →（保育企画課）焼野地域については、待機児童は出ていない。しかしながら、

鶴見区の焼野地域に就学前児童数は、過去５年間で調べると、最新の令和４年

３月のデータでは、過去で最も多い 434人いる状況であり、それまでは 300人

台であったものが急激に 400人台に増加している。従って、事業主管課として

は、この地域に保育所を整備したいと考えている。 

 

  〈意見交換〉 

・この鶴見区の焼野地域については、地域活動が活発な地域で、小学校単位でいろ

いろな地域活動を行っている。ただ、問題なのは、マンションが順次出来上がっ

てきて、マンションの住民の方と従来からの住民の方との交流や地域活動の難

しさが出ているというような土地柄である。今回の理事長予定者の寺は、古くか

らある寺であり、理念通り運営していただけるのであれば、特に保育という観点

でみれば、地域活動にも資するようになるのではないか。 

・今は保育ニーズが高いが、少子化との関係で、中長期でみるとどうなのか。 

・（保育企画課）就学前児童数は減っている。しかしながら最近の 0歳児の状況を



みると、減少幅が狭くなってきていて、もう少しで増加に転じると想定している。

保育を行う要件として就労があるが、大阪府労働局の状況をみると求人求職と

もに増加している。１５歳から４４歳の出産適齢期の女性の求職求人も増加し

ている状況である。当局としては、ここ５年１０年単位では、保育ニーズは増大

していくと見込んでいる。その手当ての一つとして、マンションや住宅開発が進

んでいる焼野地域に、１０年２０年単位でみると保育所が必要であると考えて

いる。 

 

  ・結果  適格 

 

【議案２】既設法人による乳児院の建替 

         法人名：社会福祉法人 聖家族の家 

         施設名：乳児院聖母託児園 

         所在地：大阪市東住吉区南田辺４丁目 

        ※石田委員については、法人関係者であるため退出。 

  ・質疑 

〈特になし〉 

 

  〈意見交換〉 

    ・資金面ではゆとりがあるように思う。 

    ・１０億円近い額をこの建替のために積み立てておられるので大丈夫である。 

    ・運営面でも指摘を受けたことはないということでよいか。 

    ・（こども家庭課）はい。 

 

  ・結果  適格 


